冒頭、吉澤事務局長は、「この間の政務官をはじめとした皆さんの誠意ある対応については評価する。一方、民主党では行革調査会を改めてつくるとのこと。これを含め独法改革の全体のスケジュールを示してほしい」と質した。

　これに対し園田政務官は、「行革調査会を作ることは詳しく聞いていなかったが、それはそれでしっかり議論できると思う」とした上で、「分科会の議論、ワーキンググループの議論などをとりまとめて考えながら、各省庁や皆さんに議論内容を打診しながら検討している。大臣含めて最終とりまとめに向けて議論をさせてもらう。現時点で、今後の具体的なことは決まっていないので申し上げられないが、皆さんや各省庁と話合い、しっかりと方向性を決めていきたい。強引な決め打ちを行うつもりはない」と回答した。

　吉澤事務局長は、「分科会での議論を経てとりまとめられ、行政刷新会議にかけられることになると思うが、党との関係について言えば、政府と党は一体のものであってほしい。政務官がグリップを握り、議論の整理をお願いしたい。国民のニーズに合わせて業務の見直しが行われることについては私どもも当然と考えている。しかし、この間の分科会の議論は"削減ありき"の見直しをしようとしているように見える。業務の特性上、独法と各省は切っても切れない関係にあり、慎重に検討いただきたい」と述べた。

　続いて、各構成組織の書記長は次のとおり要請した。

柴山全農林書記長

　分科会のヒアリングの状況は"効率化"の一言に尽きる印象である。制度の見直しについては私どもも共有出来る問題だ。その上で、制度・組織の見直しにあたっては、①組合員の雇用・労働条件は維持すべき、②独法は農林行政と密接不可分であり、その事務・事業に支障を生じさせないようにお願いしたい、③組織のモチベーションを下げたり、中期目標・計画の達成に支障を与えることのないようお願いしたい。農水省には、農業、林業、水産業ごとに各研究機関があるがこれを統合するようなことは止めていただきたい。組織のあり方をめぐっては慎重な議論をお願いしたい。独法については発足以来毎年見直しが行われている。今回の改革はいいものに、また、最後にしてほしい。

井上政労連書記長

　特殊法人改革以来の度重なる独法の見直しで、現場では「これ以上何をやれと言うんだ」「鼻血も出ない状況だ」と言っている。制度・組織の見直しとされながらも"削減ありき"の見直しであり、現場では悲鳴が上がっている。ＷＧヒアリングの結果「現状維持」「よくやった」ということもあってよいのではないか。現場職員のモチベーションを下げ、混乱させるような結論とならないようお願いしたい。

宇田川全印刷書記長

　この間、所管省へも組合としての意見を申し述べてきたが、現場実態を踏まえてた制度・組織にしてほしい。われわれは現業であり、それに合った制度をつくって欲しい。あわせて、雇用の確保をお願いしたい。

南全造幣書記長

　昨年末閣議決定の「事務・事業の見直しの基本方針」で、「国の判断・責任の下での実施を検討」という方向性の下、確実な業務の執行ができるようにして欲しい。また、独立性と現業事業に配慮した体制として欲しい。雇用についてもしっかりと守っていただきたい。

　これらに対し、園田政務官は「雇用には最大限配慮していく」「今回の独法の制度・組織の見直しが"統合ありき"、"削減ありき"との印象を与えていたらお詫びする。今回の改革によって独法の機能の役割を強化し、サービスの質を良くすることにつなげたいと考えている。ゼロベースで見直しを進めているが、めざしているのは本当の意味での改革であって小手先の話では全くない。まずは機能強化によって、働く人の能力が発揮できるようにすることが私たちの考えている眼目だ。どういう形が機能強化につながるかいろいろな手法を検討している。ワーキンググループでもいろいろなご意見の投げかけがあったが、皆さんからの意見も踏まえて結論を出したい」と見解を示した。

　最後に、吉澤事務局長は、次の３点について要請した。

○　雇用について配慮するとの回答をいただいた。この問題で一人でも雇用を失うようなことがあってはならない。また、単に雇用が維持されるということでもいけない。雇用と労働条件の両方が維持されないといけない。

○　来年の通常国会では政局の対立も予想される状況にあるが、マニフェストの「独法全廃」との関わりが問われないか心配だ。この１０年間、政治に翻弄され続けててきた法人職員をして、政治に対する信頼を裏切らないようしっかりと対応をお願いしたい。

○　独法改革の分科会の結論に向けて、私どもの意見を反映いただくともに、今後も引き続き誠意ある対応をお願いしたい。

　

　これに対し、園田政務官は、次の通り回答し、本日の交渉を終えた。

○ 国家公務員の一人ひとりが働く場所で高いモチベーションをもてるようにすることが私たちの責任と考えているので、最大限の努力をしていきたい。

○　分科会での議論や皆さんの要望を踏まえ、独法の組織がどうあるべきかを国会や世の中に堂々と示したい。

○　私たちの政権はいろいろな立場の意見を踏まえて行っている。一方的な決定のもとに進めるのではなく、今後も皆さんからの意見を伺う場を設けていきたいと考えている。

以上
